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　2年ぶりの新春号です。大きな声で、笑顔で、
明るく、「明けましておめでとうございま
す！」と言いたい気持ちですが、まだそこま
での気持ちには、なり切れていませんよね。
離れて暮らす親戚、家族の皆さんとも、お会
いできていないのが、実情ではないでしょう
か？
　本当に、この 2 年以上、新型コロナウイル
ス感染症との《おつきあい》をしいられてき
ました。心身ともに、本当に疲れたというか、
新しい生活様式にも馴らされてきましたよ

ね。それでも、ワクチン接種が進み、その効果か（？）、昨秋くらいから感染者数が激減しました。そ
ろそろ少しは、ソーシャルディスタンスを取って、コンサートや観劇、飲み会なども可能かなと思って
いた矢先、新しいオミクロン変異株が発症しました。第６波かと懸念されていますが、3 回目のワクチ
ン接種体制が整ってきていますので、私は接種しようと思っています。ワクチンのメーカーを同一にす
るのが良いのか、変えた方がいいのか悩んでいますが、１日も早く清々した生活になることを願ってい
ます。
　毎年、この「せい子通信」の裏側は、バス旅行の皆さんの笑顔写真で埋まっていたのですが、ここ 2
年間バス旅行は開催できていません。今年の秋こそは、再開できることを願っております。大丈夫でしょ
うか…。神のみぞ知る…ですね。

子育て臨時給付金について
市長へ要望

地域防災訓練
議会防災訓練

きっと良い年
　　　新しい年
　　　２０２２年

　18 歳以下の子どもに 10 万円を給付する新型
コロナウイルス経済対策を巡り、その支給の仕
方について、一括 10 万円現金支給を、自民党市
議団、公明党市議団と共に市長へ要望しました。
　紆余曲折はありましたが、年内支給が議会で
議決されました。子育て中の皆さん、有効利用
してくださいね。　　　

　地域では、今年、コロナを考慮して、簡易訓
練で、安否確認と防災備品用品確認、そして新
しく購入した電動簡易トイレの組み立てを行い
ました。議会防災訓練では、心肺蘇生法の講習
もありました。



2 月議会
予定

1/28　議案説明会（2月補正）
2/4　  本会議（2月補正上程）　  
2/8　  本会議（2月補正質疑）
2/9・10　常任委員会（2月補正）
2/15　 議案説明会（当初）
2/17　 本会議（上程・施政方針）
3/1・2・3・4     本会議（代表・総括質問）
3/8・9・10・11　常任委員会（当初）
3/18　 本会議

様々な研修会にオンラインで参加しています
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トップランナーに学ぶ～受賞事例研修会～

タブレット活用による取手市議会オンライン本会議実証に係る取り組み報告会

ご存じですか？
オクシズの 4つの地域

ＮＨＫ新日本風土記
オクシズが放送されました

　日本最大の政策コンテスト「マニフェスト大賞」の優秀賞が勢
ぞろいして、最優秀賞受賞者決定前 2日間かけての、プレゼン研
修会がありました。マニフェスト大賞には、女性議員が少ない中
で、出産・育児等家庭生活と議員活動の両立のための体制整備の
ための要望活動を行い、実現に向けて大きな成果をあげた東京都
豊島区の「出産議員ネットワーク・子育て議員連盟」が選ばれま
した。

　オンライン会議システムを活用し、普段行っている事業をオンラインでできないか挑戦してい
る取手市議会の取組みを伺いました。間もなく、静岡市議会にも議員一人一人にタブレットが配
られる予定です。デジタル化の中どれだけペーパレスにしていけるかが課題です

静岡市は、市街地の面積は市全体の20％程度で、ここに市の人口の95％の人々
が生活しています。市の面積の大半は、豊かな自然が残る山間の地域です。
静岡市では、そんな魅力ある地域を多くの人々に親しみを持っていただける
よう、「奥静岡」＝「オクシズ」の愛称をつけ、PRしています。

静岡市・川根本町・島田市を流れる大
井川の上流部です。3,000m 級の南ア
ルプスの玄関口、井川地区があります。

全国屈指の麗水を育む安倍川の流域
で、梅ヶ島地区・大河内地区・玉川地
区等があります。

興津川流域の両河内地区・庵原地区や、
由比の山間部、入山地区があります。
良質なお茶の産地です。

藁科川の上流部で、清沢地区・大川地
区等があります。静岡茶の始祖といわ
れる「聖一国師」のゆかりの地です。

　オクシズと呼ばれている地域の知ら
ないことのなんと多い事か知らされま
した。そこに活きづく伝統文化やそこ
に住み続ける人々の「土地」に対する
思いが伝わってきました。
　現在静岡市では、人口減少対策とし
て、移住促進も行われていますが、移
り住むには、その伝統や文化も背負う
覚悟が必要かなとも感じました。忘れ
られそうな『こと』に目をつけ、皆さ
んと溶け込んでいる方の姿
は素晴らしいと思いました。

多様性を認め合う社会・静岡
市にするために、パートナー
シップ宣誓制度を導入するこ
とになります。あなたはどう
思いますか？男女共同参画社
会の推進と共に多様な生き方
を認めていく制度です。

パートナーシップ宣言制
度について皆さんの声を
お寄せ下さい。


